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現代の鯨類利用に関する文化人類学的研究:カ ナダ北西海岸地域のホエール ・ウォッチングを中心に

　　　　現代 の鯨類利用 に関する文化人類 学的研 究:

カナダ北西海岸地域 のホエ ール ・ウォッチ ングを中心 に*

岸　上　伸　啓

1.は じめに

　人類は鯨類を5000年 以上の長きにわたって、食

料や原材料として利用してきた。しかし、16世 紀

以降に欧米諸国による商業捕鯨の拡大 とともに、

鯨類の生息数が減少した。 この結果、採算が取れ

な くなったため、20世 紀半ばまでに多くの国々が

捕鯨産業か ら撤退 した。そ して世界的な傾向 とし

て鯨類は捕獲の対象か ら保護の対象へと変化 した。

　かつての捕鯨大国のアメリカ合衆国は1972年 に

ス トックホルムで開催された国際連合人間環境会

議で大型鯨類の捕獲のモラ トリアム(一 時中止)

を提案 した。 この時には捕鯨国の反対 もあってそ

の提案は採択されなかったが、1982年 の国際捕鯨

委員会(以 下、IWCと 略称)に おいて大型鯨類13

種の商業捕獲の一時中止が決定され、それ以降、
一部の例外を除けば、同13種 の商業捕鯨は中断し

たままである。

　近年、シー シェパー ドな どの環境保護団体や

オース トラリア政府のような国家による反捕鯨の

主張は年々、影響力を増 し、国際世論を大きく動

か しているため、商業捕鯨の再開はますます困難

にな りつつある。 この反捕鯨の動きは、小型鯨類

を対象 とする小型沿岸捕鯨や先住民捕鯨にも影響

を及ぼし始めている。多 くのIWC加 盟国、環境保

護団体、動物愛護団体は、漁民や先住民が捕鯨を

やめ、ホエール ・ウォッチングのような非致死的

な鯨類の利用を推奨している。

　本稿では、カナダ北西海岸地域におけるホエー

ル ・ウォッチングを事例 として先住民による鯨類

の非致死的な利用について検討を加えたい。

2.人 類とクジラの関係の歴史的変化

2-1　 鯨類利用の現状

　鯨類とは、鯨目(Cetacea)に 属する種の総称で

あり、ヒゲクジラ亜目とハクジラ亜 目の2つ に分

類することができる。前者にはホ ッキョククジラ

やミンククジラなど、後者にはマ ッコウクジラや

シロイルカな どが含まれる。また、大きさに着 目

すれば、鯨類 とは、体長が30メ ー トルを超すシロ

ナガスクジラから体長2メ ー トルに満たないネズ

ミイルカまでの多様なクジラか ら構成されている

といえる。

　鯨類の利用は、致死的な利用と非致死的な利用

の2種 類に大別できる。致死的な利用の典型は捕

鯨である。一方、非致死的利用にはホエール ・ウ

ォッチングや水族館における観賞などがあげられ

る。 ここでは鯨類利用の現状について概略を記述

する。

2-2-1　 鯨類の致死的な利用

　 1982年 のIWC総 会での決定を受けて大型鯨類13

種の商業捕鯨は中断中であるが、さまざまな捕鯨

が世界各地で行なわれている。便宜的にIWCの 管

理下にある捕鯨とIWCの 管理下にない捕鯨(IWC

に参加していない国々の捕鯨)に 大別 し、紹介 し

てみたい。

　現在、IWCの 管理下で捕鯨を行っているのは、

モ ラ トリアム提案 に対 し留保 を申し出たノルウ

ェーとアイスランドの商業捕鯨(石 川2016a,2016b,

2016c;浜 口2017)お よび日本の調査捕鯨、先住

民生存捕鯨である(岸 上編2012;浜 口2016)。

IWCに よると、2015年 に、 ノルウェーはミンクク

ジラを660頭 、アイスランドはナガスクジラ155頭

とミンククジラ29頭 を捕獲している。また、2011

年度の日本の調査捕鯨における捕獲頭数計画は、
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ク ロ ミ ン ク ク ジ ラ(南 極 調 査 海 域)333頭 、 ミ ン ク

ク ジ ラ(北 西 太 平 洋 調 査 海 域)102頭 、イ ワ シ ク ジ

ラ(北 西 太 平 洋 調 査 海 域)　 (北西 太 平 洋 海 域)90

頭 、 ニ タ リ ク ジ ラ(北 西 太 平 洋 調 査 海 域)25頭 で

あ っ た(日 本 捕 鯨 協 会n.d.)。 ま た 、　IWC総 会 に お

いて 先 住 民 生 存 捕 鯨 と して ロ シ ア の チ ュ クチ お よ

び ア ラ ス カ のイ ヌ ピア ッ ク とユ ピ ッ ク は ホ ッキ ョ

ク ク ジ ラ(2013～2028年 で 計336頭)、 グ リー ン ラ

ン ドの カ ラー リ ッ ヒは ナ ガ ス ク ジ ラ(年19頭)、 ミ

ン ク ク ジ ラ(年176頭)、 ホ ッキ ョク ク ジ ラ(年2

頭)そ し てザ トウ ク ジ ラ(年10頭)、 ロ シ ア のチ ュ

クチ とア メ リ カ の マ カ ー は コ ク ク ジ ラ(2013年 ～

2018年 で 計744頭)、 セ ン ト ・ヴ ィ ンセ ン トの捕 鯨

者 は ザ トウ ク ジ ラ(2013年 ～2018年 で 計24頭)を

捕 獲 す る 合 意 を得 て い る1。

　 IWCの 管 轄 下 に な い 捕 鯨 に は 日本 の 小 型 沿 岸 捕

鯨2や イ ル カ 漁3、 ソ ロモ ン 諸 島 のイ ル カ 漁 、 カ ナ

ダ や ア メ リカ の極 北 地 域 お よ び グ リー ン ラ ン ドの

シ ロイ ル カ 猟 、 デ ンマ ー ク領 フ ェ ロ ー 諸 島 の ヒ レ

ナ ガ ゴ ン ドウ 漁 な どが あ る(河 島2017;岸 上 編

2012;浜 口2016)。 また 、IWCに 加 盟 して い な い

国 の大 型 鯨 類 の捕 獲 には 、 カ ナ ダ の ホ ッキ ョク ク

ジ ラ漁(岸 上)や イ ン ドネ シ ア ・ラ マ レ ラ村 で の

マ ッ コ ウ ク ジ ラ漁(石 川 梵2011;江 上 ・小 島2012)

が あ る。

　 以 上 の よ う に現 在 で も世 界 各 地 で 捕 鯨 が 実 施 さ

れ て い る 。

2-2-2　 鯨 類 の 非 致 死 的 な 利 用

　 鯨 類 の 非 致 死 的 な 利 用 の例 と して 、 ホ エ ー ル ・

ウ ォ ッチ ン グや ドル フ ィ ン ・ス イ ム 、 ドル フ ィ ン ・

セ ラ ピ ー 、 水 族 館 で の 鑑 賞 な どが あ げ られ る。

　 ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ とは 、 海 を 回 遊 して い

る 自然 状 態 の鯨 類 の 生 態 を観 察 す る観 光 の 一 種 で

あ る。 そ の 起 源 は 、1955年 に チ ャ ッ ク ・チ ェ ンバ

リ ン とい う人 物 が 、 ア メ リカ 合 衆 国 カ リ フ ォル ニ

ア 州 サ ンデ ィ エ ゴ に お いて ボ ー トを 出 して 、 近 く

か らコ ク ク ジ ラ を 見 る と い う商 売 を始 め た こ とで

あ る と さ れ て い る4。1971年 に は カ ナ ダ の モ ン ト

リオ ー ル 動 物 協 会(the　Montreal　Zoological　Society)

が セ ン トロー レン ス 河 の河 口で ナ ガ ス ク ジ ラや シ

ロイ ル カ を対 象 と した ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ ・

ビ ジ ネ ス を 開始 した 。1970年 代 末 に は ア メ リカ合

衆国東海岸のニューイングランドにおいて重要な

産業にまで成長 した。1980年 代以降、ホエール ・

ウォッチングは北アメリカの東西沿岸の各地にお

いて盛んになった。さらにそれはエコツー リズム

の1種 として世界各地に広がり、2008年 の調査に

よると、世界の約90力 国で1300万 人以上を集客 し、

21億 ドルの売り上げを誇 り、1万3千 人が雇用され

ているという(O'connor,　Campbell,　Cortez　and　Knowles

2009)。

　 日本ではホエール ・ウォッチングは、1988年 に

小笠原諸島で 「鯨者連」 というクジラに関心を持

っボランティアの人びとによって試験的に開始さ

れ、翌年か ら小笠原諸島や高知県の室戸市や大方

町で実施された(秋 道2009:205)。 現在では、北

海道、千葉、東京都の伊豆諸島 ・小笠原諸島、三

重県の伊勢湾 と三河湾、高知県、長崎県の五島列

島、鹿児島県、沖縄県などでホエール ・ウォッチ

ングが行われている(秋 道2009:206-297;小 木

2009:219)。

　 ドルフィン ・スイムや ドルフィン ・セラピーも

非致死的利用の1種 である。 ドルフィン ・スイム

とは、人間がスノーケ リングや素もぐりでイルカ

といっしょに泳 ぐことをさす。 日本では御蔵島な

どで実施されている。 ドルフィン ・セラピー とは、

発達障害の子供や自閉症 ・うつ病などの患者 とイ

ルカとの直接的なふれあいを通して、症状の改善

や治療を行うことである。 日本では香川県さぬき

市の日本 ドルフィンセンターなどで実施されてい

る。

　私たちにもっともな じみの深いイルカの非致死

的利用 は、水族館でのイルカの展示やイルカシ

ョーであろう。 日本では海遊館など多くの水族館

がイルカを飼育展示し、名古屋港水族館やアクア

パーク品川な どではイルカショーが行われてお り、

水族館の目玉の一つである。

　現在では捕鯨のような致死的利用よりもホエー

ル ・ウォッチングのような非致死的利用5の 方が

主流になっている。

2-3　 鯨類の非致死的利用に関する研究

　鯨類に関する研究は、考古学や歴史学か ら生物

学にいたるまで多岐にわたるが、鯨類利用の研究

は捕鯨の研究、産業資源 としてのクジラの利用の
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研究、 もしくはクジラの生態や行動の生物学的な

研究であった。その中で、鯨類利用の研究とは、

人類が鯨類をどのように捕獲 し、加工し、分配 し、

消費 しているかに関するものが大半であ り、非致

死的な鯨類の利用に関する研究は人文社会科学分

野ではきわめて少ない といえる(岸 上編2003;

2012)。

　 しかし、鯨類の非致死的な利用が多くなると、

ホエール ・ウォッチングに関する研究 も行われる

ようになった。研究動向のひとつの流れは、エコ

ツー リズムや先住民観光の一部としてホエール ・

ウォッチングを人文社会科学的に研究するもので

ある(例 えば、小木2009;浜 口2015,2016)。 も

うひ とつは、ホエール ・ウォッチングのクジラへ

の諸影響に関する生物学的な研究である(例 えば、

New　et.　a12015;Parsons　 2012;Senigaglia　 2016)。

　文化人類学者の浜口尚(2015,2016)は 、ベク

ウェイ における環境保護NGO団 体 によるホエー

ル ・ウォッチングの導入 とその諸影響に関する研

究を行った。ベクウェイでは、2012年 から 「セ ン

ト・ヴィンセン ト国ナショナル ・トラス ト」 とい

うNGO団 体が反捕鯨運動を展開し、捕鯨者に捕鯨

業か らホエール ・ウォッチングへの転向を勧めて

きたが、 これに呼応する捕鯨者が現れた。浜 口は、

この運動が現地で引き起 こしている諸影響につい

て検 討 して いる。観光 を振興す る上で、ホエー

ル ・ウォッチングは集客の目玉になる可能性があ

るが、島民アイデンティティの象徴であるザ トウ

クジラ漁が消滅することは社会 ・文化的な問題を

引き起す可能性が高いことを指摘する。 また、ザ

トウクジラが この海域を回遊するのは、限 られた

時期に過ぎず、ホエール ・ウォッチングを周年の

ビジネスにすることはできないことも大きなネッ

クであることを示している。

　御蔵島でホエール ・ウォッチング観光 を推進 し

てきた小木(2009)は 、御蔵島における同観光を

紹介するとともに、観光が鯨類の生態や生息状況

に悪影響を及ぼさないための条件について論 じて

いる。海外ではホエール ・ウォッチングによる観

光開発のための調査が実施され、エコツー リズム

につなげるための方策の提案なども行われている

(Hoyt　2007;O'Connor,　 Campbell,　Cortez　and

Knowles　2009:WDC　 2013)。

　一方、生物学者は、ホエール ・ウォッチングが

鯨類の行動や生態にいかなる影響を及ぼすかに関

す る研究 を行 って い る。例 え ば、パー ソンズ

(Parsons　2012)は 、ホエール ・ウォッチングのた

めの観光用ボー トや船舶の航行が、鯨類の採餌行

動や休息行動に変化をもたらした り、出生率の低

下を引き起 こした りしていることを指摘している。

また、それ らの船舶と鯨類が衝突 し、鯨類が死亡

する危険性についても言及している。そしてエコ

ッーリズムとしてホエール ・ウォッチングを成功

させるためには、ホエール ・ウォッチングに関す

る規則やガイ ドラインの設定だけでは不十分であ

り、ホエール ・ウォッチングの活動を禁止する海

域を鯨類の餌場の海域に作 り出す必要があると主

張 している。

　以上で簡単に紹介したようにホエール ・ウォッ

チ ング に関す る研究 は存在 す るものの、浜 口

(2015,2016)を 例外とすれば、捕鯨に従事する

先住民とホエール ・ウォッチングとの関係に関す

る研究は、ほとんどないといえる。今後、イン ド

ネシアのレンバタ村(石 川2011:244)や カナダ

北西河岸地域、グリーンラン ド6におけるホエー

ル ・ウォッチングの文化人類学的研究は重要な研

究課題であるといえよう。 また、世界各地の先住

民社会 においてエコツー リズム としてのホエー

ル ・ウォッチングは、重要な収入源になる可能性

を秘めている7。 とくに捕鯨からホエール ・ウォッ

チングへの転換 に伴う経済的、社会的、かつ経済

的なメリットと問題点を現地の社会的文脈で解明

することは重要であると考える。

3.カ ナダ北西海岸先住民の鯨類資源の利用

　次に、鯨類 との関係が深いカナダ北西海岸地域

の先住民社会を事例として、鯨類の非致死的利用

について紹介 し、検討を加える。

3-1　 北西海岸地域の先住民文化と鯨類利用の

　　　　歴史

　アメリカ合衆国アラスカ州南東部から現在のオ

レゴン州へと至る北アメリカ大陸の太平洋沿岸に

沿った地域を北西海岸地域 と呼ぶ。 この地域には、

多数の民族集団が密集 して分布しているが、温暖
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多雨による豊かな森林と暖流 と寒流がぶつか り合

う近海での豊かな水産資源を使用した、相互に類

似 した社会と文化を形成 してきたことで知 られる

(Suttles　ed.1990)。

　 この地域の先住民は、夏から秋にかけて河川を

遡上する数種のサケを主要な食料基盤 とし、豊か

で安定 した経済生活を営んできた。 この経済基盤

によって、狩猟 ・漁労民 としては珍 しく、定住性

の高い、階層化 した社会を形成するとともに、ク

ラン制度や秘密結社のような社会組織、ポ トラッ

チ儀礼8や 結社儀礼などを高度に発展させた。ま

た、繁茂するレッド・シダーやイエロー ・シダー

などの高木を利用 して大型家屋(ロ ングハウス)

や大型の丸木舟、 トーテムポールを製作するとと

もに、儀礼や饗宴で使用する仮面や木箱、が らが

ら、樹皮製衣類、籠、食器、スプーンなどを高度

な技術 を持って作 り出してきた(D.キ ュー・P.E.

ゴッダー ド1990)。

　 この地域の中でもバンクーバー島西海岸地域や

アメリカ合衆国ワシントン州オリンピック半島地

域では、1000年 ほど前か らコククジラやザ トウク

ジラの捕獲が活発になった9(McMillan　 2015)。 ま

た、捕鯨 を行なかった沿岸部 に住む人びとも、海

岸に漂着 した鯨類の肉や脂肪を食料 として利用す

ることはあった。さらに、シャチを捕獲の対象 と

することはきわめてまれであったが、鯨類や魚類

を海岸に追い込んでくれるため、人間に食料をも

た らしてくれる生き物としてシャチは特別な存在

であった。そして同様に多 くの北西海岸先住民の

精神 世界で は重要 な位 置 を 占めて きた(秋 道

1994:171-172)0

　北西海岸先住民の中で捕鯨 を積極的に行ってい

た ヌーチ ャー ヌヒ(Nuu-Chah-Nulth)や マ カー

(Makah)は 「鯨の民」として知られてきた(Arima

and　Hoover　2011;Cote　 2010;Curtis　1916;Drucker

1951;Swanson　 1956)。 これ らの社会で は、捕鯨

チーフと呼ばれる世襲の地位があり、捕鯨チーフ

の家に生まれた男たちのみが銛打ち手(harpooner)

として捕鯨に従事できた10。また、彼らは、捕鯨が

始まる前の特定の期間に聖なる場所にこもり身を

清める儀礼を行い、捕鯨の成功を祈った(Bridge

2014:87)。

　大型クジラを1頭 捕獲すると村内だけでは消費

できない大量の肉や脂肪を入手できた。それ らは

近隣や遠隔地の村々に贈与や交易によって流通 し

た。捕鯨チーフは、捕鯨の成功とその成果の一部

を多 くの人びとへ贈与することによって、彼の社

会的地位が承認 され、社会的威信を獲得するとと

もに、交易によって富を蓄積することができた。

すなわち、捕鯨の成功は捕鯨チーフの社会的地位

や威信、富の蓄積 と深 く関係していた。このよう

にヌーチャーヌヒやマカーの捕鯨は儀礼や社会的

地位、威信、経済力などと結びついた活動であっ

た(渡 辺1990:25-28;Curtis　 1916;Swanson　 1956)。

　 しかし19世紀末までにヌーチャーヌヒやマカー

の捕鯨は衰退 し、中断 していた。その原因は、欧

米人の商業捕鯨 によってコククジラやザ トウクジ

ラの頭数が激減 したためだ といわれているが11、

最近では、彼 らの捕鯨の衰退は、人口減少による

社会の再編成や毛皮交易の進展、サケ漁が重要に

なったことな ど複合的な要因の結果であると考え

られるようになった(McMillan　 1999)。 そして最

後の捕鯨か ら100年 以上たった現在でも、ヌーチ

ャーヌヒの捕鯨は中断中である(岸 上2014)。 一

方、マカーの捕鯨は1999年 に再開されたが、環境

保護団体による告訴や国内法の問題のために再び

中断している(浜 口2013)。

　すでに指摘 したように、北西海岸先住民はシャ

チを特別視 し、 トーテム動物としてクラン名や家

紋、儀礼道具やアー ト作品の図案に使用し続けて

いる。いくつか例をあげてみよう。

(1)ク ラン(氏族)名 としてのシャチ:ツ ィムシア

ン社会は、ワタリガラスとオオカミ、ワシ、シャ

チ という名称の4つ のクラン(氏 族)か ら構成さ

れているので、多くの家族集団はシャチを自らの

祖先に深く関係 している トーテム動物であると見

な している。 このことから同社会では、シャチは

特別な動物であることが分かる。

(2)神話や伝説の中のシャチ:ハ イダの人び とは、

シャチは海の中でもっとも強力な動物であ り、海

中にある家に人間のように住んでいるという話を

受け継いでいる。 クワクワカワクゥの人びとは、

シャチを海中世界の支配者と考えている。 このよ

うにシャチは神話や伝説では特別な動物として語

　 52



現代の鯨類利用に関する文化人類学的研究:カ ナダ北西海岸地域のホエール ・ウォッチングを中心に

り継がれている。

(3)紋章やアー トの図案 としてのシャチ12:シャチ

は、ハイダやクワクワカワクゥらの北西海岸先住

民が製作する トーテムポールや木箱、仮面、版画

の中で頻繁に描き出される動物のひ とつである

(秋道1994:53-61)。 現代の北西海岸先住民アー

ティス トもシャチを版画などの図像 として好んで

描いている(齋 藤 ・大村 ・岸上編2010:86,104)。

　 これ らの鯨類の利用法は、北西海岸先住民の伝

統的な利用の延長線上にあると考えてよいだろう。
一方、北西海岸地域において新たな鯨類利用が見

られつつある。そのひとつが、同地域において近

年、隆盛してきたエコツー リズムとしてのホエー

ル ・ウォッチングである。非先住民のカナダ人や

アメリカ人がツアー会社の経営者であることがほ

とん どであるが、地元の先住民が雇用されること

も多 く、最近では、経営者 としてこのビジネスに

参入する先住民も出現しつつある。

　以上から分かるように、現在の北西海岸地域で

は鯨類を非致死的な方法で利用している。次に、

バンクーバー島におけるホエール ・ウォッチング

について紹介する。

3-4　 バンクーバー島におけるホエール ・ウォ

　　　　ッチング

　現在、カナダのブリティッシュコロンビア州バ

ンクーバー島各地で6月 ごろから9月 末ごろにか

けてホエール ・ウォッチングが盛んに行われてい

る。 ここではバンクーバー島の西岸地域と東岸地

域での事例を紹介する。なお、歴史的にみると西

岸地域では19世 紀 ごろまでヌーチャーヌヒはザ ト

ウクジラやコククジラの捕鯨 を行っていたが、東

岸地域では捕鯨を行わなかったという違いがある。

3-4-1　 バンクーバー島西海岸地域 における

　　　　　　ホエール ・ウォッチングについて

　筆者は2013年8月 にバンクーバー島西海岸のユ

クルーレット　(Ucluelet)と トフィーノ　(Tofino)

をヌーチャーヌヒの伝統捕鯨 について調査するた

めに訪問したことがある。その際、「ジェイミー

の捕鯨基地(Jamie's　Whaling　Station)」社の大型船

舶によるホエール ・ウォッチングを参与観察する

機会を得た。それは、13:40頃 に トフィーノを出

港 し、16:40頃 に寄港す るとい う約3時 間のツ

アーであった。 このツアーは、コククジラを見る

ことを中心に据えていたが、コククジラがよく出

現する餌場と トフィーノの往復問で、オットセイ

やアザラシ、ラッコなどの海獣や白頭 ワシを見る

ことも含まれていた。途中で、他の大型船舶や小

型船舶(ゾ ディアック)、カヤ ック、伝統的丸太カ

ヌーに乗った観光 ツアーのグループと出くわ した。

アメリカ合衆国やヨーロッパなどの外国か ら来た

観光客が多 く、その大半は中高年者や家族連れで

あった。ほとんどのホエール ・ウォッチングは、

非先住民のカナダ人かアメリカ人によって経営さ

れている。ただし、観光ガイ ドなどとして先住民

が多 く雇用されている点を指摘しておきたい。

　別稿(岸 上2014)で 報告 したが、かつて捕鯨を

行っていた当地のヌーチャーヌヒは、カナダ政府

およびブリティッシュコロンビア州政府と土地権

を含む先住民協定 「マーヌルス協定」を締結 し、

同協定は2011年4月1日 から発効 していた。一部

のヌーチャーヌヒの人びとは捕鯨の復活を望んだ

が、ヌーチャーヌヒの代表者は同協定で向 こう25

年間は捕鯨を実施しないことを合意 した。従って、

同地域では、現在、鯨類の非致死的な利用 しか行

なわれていない。

3-4-2　 アラー トベイの事例

　クワクワカワクゥの一グループであるナムギス

(Namgis)の 保留地があるアラー トベイ(Alert

Bay)13に は、　Sea　Wolf　Adventures(以 下、シー ウ

ルフ社)とSeasmoke　 Whale　Watching(以 下、シー

スモーク社)と いう2つ のホエール ・ウォッチ ン

グの会社がある。前者はクワクワカワクゥの学校

の文化教師14が、夏休み期間に実施 している。後

者は非先住民が経営しているが、現地のクワクワ

カワクゥの女性を1名 雇っている。

　シーウルフ社のツアーは、ハイログマを見るこ

とをメインとし、その行き帰りにホエールウォッ

チ ングをす るという約10時 間のコースである。

ポー ト・マクネイル(Port　McNeill)を 午前7時 に

出航 し、アラー トベイで客を乗せて午前7時25分

に出発し、終了は午後5時 ごろと長時間である。

先住民の船長兼ガイ ドが先住民の視点か ら生態環

境や動物について説明をする文化ツアーである。

朝食 と昼食が出るが、他のツアーと比べると1人
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の 料 金 が450ド ル と高 い 。 ホ エ ー ル ウ ォ ッ チ ン グ ・

ツア ー で は 、帰 りに、ブ ロー トン諸 島(the　Broughton

Archipelago)の 海 域 を 通 り、 ク イ ー ン シ ャー ロ ッ

ト海 峡(The　 Queen　 Charlotte　Straight)を 横 切 っ て 、

ア ラ ー トベ イ を 経 由 して 対 岸 の ポ ー ト ・マ ク ネイ

ル に 帰 り着 く ま で に 、 ザ トウ ク ジ ラや シ ャチ を見

る。

　 シー ス モ ー ク社 の ツ アー は 、6月 か ら10月 ま で

の 期 間 に、 ア ラ ー トベ イ と ア ル ダ ー ベ イ(Alder

Bay)か ら 出 発 す る3時 間 ～3時 間 半 ほ ど の ホ

エ ー ル ・ウ ォ ッ チ ン グ をす る ツ アー で あ る 。 解 説

者 は、 船 長 兼 経 験 豊 か な 海 の 自然 愛 好 家(marine

naturalist)で あ る 。 こ の ツ ア ー は、ク イ ー ン シ ャ ー

ロ ッ ト海 峡 、 ジ ョ ンス トン海 峡(Johnstone　 Strait)、

お よ び ロ ブ ソ ン ・バ イ ト生 態 保 護 区(Robson　 Bight

Ecological　Reserve)近 くの ブ ラ ッ ク フ ィ ッシ ュ湾

(Blackfish　Sound)の 海 域 で 実 施 さ れ る。 ア ラ ー

トベ イ 近 く の海 域 で は 、 シ ャチ や ザ トウ ク ジ ラ、

ミ ン ク ク ジ ラ、 イ シイ ル カ(Dall's　 porpoises)、 カ

マ イ ル カ(Pacific　 white-sided　dolphins)な ど の鯨 類

を見 る こ とが で き る 。12人 乗 り の船 を 利 用 し、 防

水 着 を 提 供 して くれ る。1人 の料 金 は 約150ド ル で

あ る。

　 シ ー ウ ル フ社 も シ ー ス モ ー ク社 も イ ンタ ー ネ ッ

トも し くは 電 話 で 予 約 が 可 能 で あ る。 た だ し、 前

者 は 先 住 民 が ガ イ ドを務 め、 先 住 民 しか 知 らな い

場 所 に連 れ て 行 っ て くれ る た め 非 常 に 人 気 が あ る

た め、 予 約 を取 る の は 難 しい 。

　 筆 者 が 参 加 し た2017年8月1日 の シ ー ス モ ー ク

社 の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ を 当 日の私 の メモ を

参 照 しつ つ 紹 介 す る 。

　12:30前 に宿舎を出て、シースモーク社の事務

所に行 く。経営者は白人だが、地元の先住民の中

年の女性 を職員 として採用 し、受付を任せている。

そ こで防寒服を着用してか ら、歩いて ドッグに係

留している12人 乗りのボー トの場所まで行く。す

でに4人 の客(中 年の男女のカップル2組)が ボー

トに座っていた。出航時には乗客が計6名 、船長

兼ガイ ドが1名 であった。

　12:55出 発。西 の方 に進み、対岸 のバ ンクー

バー島アルダーベイの船着場に行く。予約した乗

客が来ないので15分 ぐらい待つ。遅れてやってき

たおそらくヨーロッパから来たと考えられる大人

3人 と子供3人 のグループが加わ り、満席となっ

た。子供たちは自前のジャンパーの上にライフジ

ャケットを着用 していた。

　船長が非常時に身につける浮き輪の使い方を説

明してか ら、13:25に アルダーベイを出発 し、バ

ンクーバー島に沿って南下する。カヤッキングを

している1団 が見える。

　ワシの巣があるが、白頭 ワシ自体は見えず。ア

ザラシの小さな群れを見る。1羽 の白頭ワシが木

の上に止まっていた。

　多数のボー トや大型船舶が走行 している。

　 14:00前 に2頭 のイシイルカ(Dall's　Porpoise)

がボー トの周 りを数分泳ぎ、時々、ジャンプして

いた。船長は時折 り無線で他社のボー トと交信 し、

情報交換をしていた。

　 14:20ご ろにザ トウクジラ(以 下、クジラ)を

見ることができる海域に到達。ここは海棲哺乳類

の餌場であるという。今朝は7頭 のクジラが回遊

していたという。時々、2頭 のクジラが体の一部

や尾びれを海面 に出したり、ダイブしていた りし

ていた。また、潮 を噴き上げていた。

　 15:15ご ろに少し場所を変えた。何枚かクジラ

の写真を撮る。クジラの数よりもホエール ・ウォ

ッチングのためのボー トの数がはるかに多い。

　 15:30ご ろに再び移動、クジラの背ビレが時々、

見える。また、クジラの潮吹きが見える。

　帰りは、バンクーバー島に沿って北上する。ア

ザラシが泳いでいるのが見える。小さな島々の問

を縫 うようにして進む。白頭ワシが海上で捕まえ

たサケをつかんで、泳いで陸まで運んでいるとこ

ろに出くわ したので、写真をとる。ゆっくりと北

上。

　 16:30ご ろにアルダーベイに到着。大人3名 と

子供3名 の乗客 をボー トから降ろす。それか らア

ラー トベイに戻る。到着は16:40ご ろであった。

残 りの乗客は、シースモーク社の事務所まで歩い

ていき、そ こで防寒衣を脱いで解散。帰 り際には

アンケー ト用紙 にツアーの感想を書 くように依頼

された。いくつかの感想は、同社のホームページ

に掲載するという。
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　よい天気と動物 との遭遇にも恵まれ、観光客の

視点に立つと、大変に楽 しく、よい思い出になる

よ うなツアーで あった。参加者は休暇のために

やってきた国内外の観光客であったが、皆、 この

ツアーに参加 したことに満足 していた。

3-4-3　 キ ャ ンベ ル ・リバ ー の 事 例

　 キ ャ ンベ ル ・リバ ー は バ ン クー バ ー 島 西 海 岸 の

サ ケ 漁 業 の 拠 点 の ひ とつ で あ る 。 ま た 、 夏 季 は 国

内 外 か ら来 た 観 光 客 で に ぎ わ う。 こ こに は10社 以

上 の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ の 業 社 が あ る が 、 先

住 民 が 経 営 す る 会 社 は、 ア ボ リ ジ ナ ル ・ジ ャ ー

ニ ー 社(Aboriginal　 Joumey)の 一 社 の み で あ っ た 。

同社 は 人 気 が 高 く、 ツ アー の 予 約 を とる の が 困難

な 状 況 に あ っ た の で 、 同社 の 方 に、 同 じよ う な 内

容 を提 供 す る ア ドヴ ェ ンチ ャー ・ク エ ス ト・ツ ア ー

社(Adventure　 Quest　Tours)を 紹 介 して も らっ た 。

2017年8月4日 に 参 加 し た ツ ア ー へ の 内 容 を 当 日

の 私 の メ モ を参 照 しつ つ 紹 介 し よ う。

　 ホ テ ル を9:10ご ろ に 出 て 、 指 定 さ れ た ド ック

に 向 か う。9:30前 に ア ドヴ ェ ンチ ャ ー ・クエ ス

ト ・ツ ア ー 社 の事 務 所 に行 く。 近 く の 待 合 場 所 に

行 く と、 イ ギ リス か ら来 た 夫 婦 が す で に い た 。 ま

た 、 そ の 近 く に は 、 ツ アー とは ま っ た く関 係 な い

が 、 そ の 日、 ク ア ドラ島 ケ イ プ ・マ ッジ の 「トラ

イ バ ル ・ジ ャ ー ニ ー ズ2017」15(Tribal　Joumeys　 2017)

に参 加 す る地 元 の 先 住 民 が2人 、 彼 らの カ ヌー の

前 で 他 の 先 住 民 を 待 って い た 。

　 10:00ご ろ に 乗 船 。 総 勢8人 の乗 客 。 私 以 外 に

イ ギ リス か ら来 た 夫 婦 、 ヨ ー ロ ッパ か ら来 た 家 族

(夫 婦 と10代 前 半 の 子 供2名)。 船 長 兼 ガ イ ドの

レイ ・ネ ル ソ ン(Leigh　 Nelson)氏 が 安 全 の 説 明 を

行 う。

　 10:15に 出発 。 船 長 は 他 社 の ボ ー トとザ トウ ク

ジ ラ(以 下 、 ク ジ ラ と略 称)の 位 置 に つ い て 、 無

線 で 情 報 交 換 しな が ら、 ク ア ドラ 島 の 南 方 の海 域

に行 く。 ク ア ドラ 島 の 近 くで 「トライ バ ル ・ジ ャ ー

ニ ー ズ2017」 の集 合 場 所 に 向 か う先 住 民 の カ ヌ ー

を3艘 ぐ ら い見 か け る。 鮭 釣 り の プ レジ ャー ボ ー

トが 多 数 、 海 域 に 出 て い る。

　 10:25ご ろ に 無 線 に よ っ て 半 径5マ イ ル 以 内 の

海 域 に15～18頭 の ク ジ ラ が い る こ と が 分 か る。 移

動 を 開 始 。 時 々 、 ボ ー トの 周 り を追 い か け る よ う

に 小 型 の イ ル カ が 走 行 す る 。

　 10:30ご ろ か らザ トウ ク ジ ラ の潮 吹 き が 見 え始

め る。2～4頭 の ク ジ ラ が 近 く に い る こ とが 分 か

る。 しか し、 一 度 、 海 中 に は い っ て しま う と、 次

に ど こ に姿 を現 す か を予 測 す る こ と は 難 し い。 時

々、 ク ジ ラが 海 面 に姿 を現 し、 潮 を 噴 き 上 げ る。

　 10:40ご ろ に ボ ー トを 止 め 、 周 りを 見 る。 カ ナ

ダ に は100メ ー トル ル ー ル が あ る た め 、 こ ち らか

ら意 図 的 に ク ジ ラ に100メ ー トル 以 内 の 距 離 に 近

づ く こ とは 許 さ れ て い な い 。3頭 ほ ど尾 ひ れ を あ

げ て ダ イ ブ して い る の が見 え る。3、4月 に この

海 域 に ニ シ ン が や って くる が 、 そ の 直 後 に ク ジ ラ

が 回 遊 して くる と い う。 この 海 域 に は 豊 富 な オ キ

ア ミ(krill)が 豊 富 に 生 息 して お り、 ク ジ ラ の餌

場 が あ る と い う解 説 が あ っ た 。

　 11:35に 移 動 し、 ク ジ ラ を 探 す 。 同 じ海 域 に3

隻 以 上 の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ の た め の ボ ー ト

が 運 航 して い る。

　 11:50に ク ア ドラ 島 の 南 端 海 域 に 止 ま る。

　 12:25に 移 動 。

　 12:40に コ ー テ ス 島 の 旧 ホ エ ー ル ・タ ウ ン

(Whale　 Town)の 沖 に停 泊 し、ボ ー ト上 で サ ン ド

イ ッチ の 昼 食 。 数 頭 の ク ジ ラ を見 る。 同 じ海 域 に

ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ の た め の ボ ー トが3隻 以

上 運 航 して い る。

　 13:10ご ろ に移 動 開始 。 ブ リテ ィ ッシ ュ コ ロ ン

ビ ア州 内 陸 部 の 山 火 事 の影 響 で こ の 辺 の 海 岸 地 域

も煙 っ て お り、 遠 くが 見 え な い。 ク ロ ク マ や ハ イ

イ ロ グ マ を探 す 。

　 14:00前 に海 岸 を俳 徊 して い る ク ロ ク マ を発 見 。

ボ ー トを少 し止 め るが 、 ク ロ クマ は森 林 に姿 を 隠

す 。

　 14:10ご ろ に 沿 岸 に沿 っ て 走 り、 ク マ を探 す が

見 つ か らず 。 ク マ を 探 す の を や め 、 ト ド(Steller

Sea　Lion)を 見 に行 く こ と に な る 。

　 14:20ご ろ に ト ドを見 つ け るた め に 移 動 。 潮 の

急 流 を 抜 け る。

　 14:35ご ろ に 小 島 の沿 岸 部 に い る2頭 の ト ドを

発 見 。

　 14:40ご ろ に 少 しだ け移 動 。 そ れ ぞ れ5頭 、7
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頭 、2頭 か らな る3群 の ト ドを見 つ け る 。

　 14:45ご ろ に再 び 移 動 。

　 14:50ご ろ に急 流 を通 る。 町 に戻 りな が らク ジ

ラ を探 す こ と に な る が 、 見 つ か らず 。

　 16:05ご ろ に キ ャ ンベ ル ・リバ ー に 向 か う。

　 16:45ご ろ に キ ャ ンベ ル ・リバ ー の 港 に到 着 。

　 このツアーにも国外か ら来た観光客が参加 して

いた。ツアーの主な売 りはザ トウクジラやシャチ

を見ることであるが、クマや 白頭ワシ、 トドなど

の動物を見ることも組み込まれている。参加者は、

皆、満足 した様子であった。なお、 この海域には

シャチも出現するが、神出鬼没で中々見ることは

できず、よほど運がよくなければ、シャチの群れ

を見ることができないという。

4.検 討

　本稿では、カナダ ・ブリティッシュコロンビア

州バンクーバー島におけるホエール ・ウォッチ ン

グについて紹介 したが、(1)先住民の関与と経済効

果および(2)ホ エール ・ウォッチングの問題点につ

いて検討を加えたい。

　バンクーバー島は、釣 りや自然を楽 しむために、

毎年、国内外か ら多数の観光客がやってくる国内

有数の夏季の観光地である。 とくに、 ここで紹介

した トフィーノとキャンベル ・リバーは観光拠点

のひ とつである。両地においては、観光業のひと

つとしてそれぞれ10社 以上のホエール ・ウォッチ

ングの業社があり、繁盛 している。春から秋にか

けてザ トウクジラやコククジラが町の近くの海域

を回遊することと、それ らのクジラの餌場が町の

近海に存在するという条件が、(これらの)町 でホ

エール ・ウォッチング業を可能にしている。 トフ

ィーノには先住民が経営するホエール ・ウォッチ

ング会社は存在 しないが、多 くの先住 民がエコ

ツー リズムのガイ ドとして雇用されている。キ ャ

ンベル ・リバーには先住民が経営する会社は1社

のみあるが、それ以外はすべて非先住民が経営 し

ている。 また、多くの先住民がエコツーリズムの

ガイ ドとして雇用されているようには見えなかっ

た。 この違いは、前者には観光業分野以外に先住

民の就業先が少ない一方、後者には高収入を得 ら

れるサケやカニ、オヒョウの漁業に従事する先住

民が多いか らだと考え られ る。先住民のホエー

ル ・ウォッチ ング業へのかかわ り方やそれか ら得

られる収入には違 いが見 られるが、ある程度の経

済効果 を先住民に及ぼしているといえるだろう。

カナダ政府もブリティッシュコロンビア州政府 も

先住民ツー リズムの振興 を奨励 している(足 立

2016)。 ホエール・ウォッチングを含むエコツー リ

ズムに、先住民の文化的な側面を加味することに

よって、多 くの観光客を引き寄せることができる

ため、地元の先住民にとっては重要な収入源にな

る潜在性を持っているといえよう。

　では、先住民がホエール ・ウォッチング業に経

営主体 として参加することに問題はないのであろ

うか。 これについては、いくつかの間題が指摘さ

れている。第1は 、地理的な問題である。キャン

ベル ・リバーや トフィーノには夏季に多数の観光

客が来て、エコツーリズムを楽しむが、アラー ト

ベイのような少し交通の便が悪いところでは、多

数の集客は望めない。第2は 、季節的な問題であ

る。クジラが回遊して くる季節や観光客がやって

くる季節は夏季 に限定されてお り、ホエール ・ウ

ォッチングは季節限定の商売とな らざるを得ない。

ホエール ・ウォッチングは先住民に有望なエコビ

ジネスと考えられる一方で、上記の理由か らバ ン

クーバー島のすべての先住民がホエール ・ウォッ

チング業か ら経済的恩恵を得られるとは限 らない

のである。

　ホエール ・ウォッチングの問題点を別の角度か

ら考えてみる。近年、「動物の権利」運動が盛んに

な り、捕鯨や水族館でのイルカの展示やイルカシ

ョーについては、鯨類の権利を否定するとして、

批判の対象 となっている16。同様の批判が、自然

の中で実施されるホエール ・ウォッチングについ

ても向け られている。実際に、バンクーバー島で

のホエール ・ウォッチングにおいてもザ トウクジ

ラやコククジラの餌場に多数の船舶が集まる状況

を生み出している。生物学者ではない筆者の目か

らも見ても、クジラの数より多い船舶がクジラを

追うように航行 してお り、クジラにかな りのプレ

ッシャーをかけているように見える。 この状況は、

鯨類の生態や行動に影響を与えていると考えられ
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る。 す で に、 パ ー ソ ンズ らの 生 物 学 者 に よ る研 究

を紹 介 した が 、 非 致 死 的 な鯨 類 の利 用 の 一 形 態 で

あ る ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ に も鯨 類 に 対 し悪 影

響 を及 ぼ す 可 能 性 が あ る(New　 et.　a1　2015;Parsons

2012;Senigagli　 et.　al　2016)。 現 在 の バ ン ク ー バ ー

島 にお け るホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ の や り方 を見

る限 り、 今 後 「動 物 の 権 利 」 団 体 か ら批 判 が 集 中

す る可 能 性 が 高 い とい え る。

5.結 語

　本稿では、鯨類の非致死的な利用形態のひ とつ

として、多数の先住民が住 むカナダ ・バ ンクー

バー島におけるホエール ・ウォッチングを事例 と

して とりあげ、紹介するとともに、検討を加えた。

その結果、いくつかの点が明らかになった。

　 (1)バ ンクーバー島の先住民は、伝統的に捕鯨

を行っていたヌーチャーヌヒのグループとそうで

はないクワクワカワクゥのようなグループに分け

ることができる。一方、ほぼすべての沿岸地域に

住む北西海岸先住民の人びとは、シャチを特別な

動物 として認知 し、クラン名や家族の紋章として

利用 し、儀礼道具や トーテムポール、アー ト作品

などにおいてその姿を表象 してきた。

　 (2)バ ンクーバー島では、国内外からやってき

た観光客 を対象 としたホエール ・ウォッチングが

行われている。 このビジネスは非先住民主導で行

われているが、かつての捕鯨 グループの人び とも

捕鯨を行わなかった沿岸グループの人びとも何 ら

かの形で参与したり、関係 した りしている場合が

見 られる。ホエール ・ウォッチングは、先住民に

とっては経済的な潜在性を持っていると考えられ

る。

　 (3)し かしながら、ホエール ・ウォッチング業

が成立するためには、鯨類の回遊パターンや季節

性が問題 とな り、すべての先住民に経済的な恩恵

を及ぼすビジネスになるとは限らない。

　 (4)ホ エール ・ウォッチ ングは、捕殺時に鯨類

に苦痛を与える捕鯨と比べると、鯨類を非致死的

に利用する鯨類にやさしいエコツー リズムのひと

つであると認識されている。 しかし、世界各地の

ホエール ・ウォッチングの現場か ら鯨類への悪影

響が指摘 されており、バンクーバー島において も

まったく問題がないわけではない。

　カナダ政府 もブリティッシュコロンビア州政府

も先住民の経済的自立化のために、先住民観光を

奨励 している。今後、バンクーバー島の先住民が、

経営者としてホエール ・ウォッチング業を起業す

る場合には、その経済的、社会的、かつ文化的な

メリットと問題点を現地の社会的文脈で十分に理

解するとともに、「動物の権利」に関する世界的な

動向を考慮に入れることが必要であると考える。
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1　 現 在 、 ア メ リカ 合 衆 国 ワ シ ン トン 州 の マ カ ー

　 (民)族 は捕 鯨 を 中 断 中 で あ る(浜 口2013)。

2　 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 者 は
、2016年 現 在 、6業 者5

隻 で 操 業 して い る。 水 揚 地 は 、 和 歌 山 県 太 地 、

千 葉 県 和 田浦 、 宮 城 県 鮎 川 、 そ して 北 海 道 の 函

館 市 と網 走 市 で あ る。 対 象 鯨 種 と そ の 捕 獲 枠 は

合 計 で オ キ ゴ ン ドウ20頭 、 ツ チ ク ジ ラ66頭 、 マ

ゴ ン ドウ72頭 で あ る。 水 産 庁 に よ る と、2015年

度 の 捕 獲 実 績 は 、 そ れ ぞ れ0頭 、57頭 、20頭 で

あ っ た 。

3　 イ ル カ 漁 に は
、 突 棒 漁 業 と追 込 網 漁 業 が あ る 。

前 者 は 北 海 道 や 岩 手 県 、 宮 城 県 、 和 歌 山県 、 沖

縄 県 で 、 後 者 は 和 歌 山県 や 静 岡県 で 認 可 され て

い る 。 対 象 鯨 類 は 、 イ シ イ ル カや バ ン ドウイ ル

カ 、 オ キ ゴ ン ドウ、 リク ゼ ンイ ル カ 、 カ マ イ ル

カ 、 ス ジイ ル カ 、 ア ラ リイ ル カ、 ハ ナ ゴ ン ドウ

の8種 で あ る。 水 産 庁 に よ る と、2013年 、2014

お よ び2015年 の 捕 獲 総 数 は 、 そ れ ぞ れ2759頭 、

2863頭 、2560頭 で あ っ た 。

4　 最 初 の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ は 、1950年 に

サ ン デ ィ エ ゴ の カ ブ リ ヨ 国 定 公 園 の 岬 の 南 端

　 (Caribillo　National　Monument)か らコ ク ク ジ ラ
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の観 鯨 で あ る とい う。 これ は 船 上 か らで は な く、

陸 地 か ら の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ で あ る とい

え る。 た だ し、 日本 で は捕 鯨 の様 子 を 見 る とい

う ホ ー エ リ ン グ ・ウ ォ ッチ ン グ は江 戸 時 代 か ら

行 わ れ て い た(中 園2006:148)。 ま た 、 江 戸 時

代 の太 地 で は浜 で 鯨 を解 体 す る様 子 を 多 く の 人

が 見 物 して い た 。 池 田光 穂(1996-2006)は 、 日

本 に お け る ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ の 創 始 者 は 、

民 俗 学 者 の柳 田 國 男 で あ る と い う 説 を 展 開 して

い る。

5　 池 田光 穂(1996 -2006)は 、 「利 用 」 で は な く、

　 「消 費 」 と い う概 念 を用 い て い る。

6　 グ リー ン ラ ン ドの 西 部 地 域 の マ ニ ー ツ オ ック

(Maniitsoq)や イル リサ ット(Ilulissat)、デ ィス コベ

イ(Disko　 Bay)、 ス ロル スア ック(Sullorsuaq)、 カ

ン ゲ ル ス アック(Kangerlussuaq)、 ヌー ク(Nuuk)、

同南 部 地 域 のカ ッコル トック(Qaqortaq)や ナ ノル

タ リッ ク(Nanortalik)、 同 東 部 地 域 の ク ル ス ク

　(Kulusk)や タ シ ー ラック(Tasiilaq)で は 、 ホ エ ー

ル ・ウォッチ ン グ 観 光 が 実 施 され て い る 。 これ ら

の地 域 で の ホ エ ー ル ・ウ ォ ッチ ン グ に つ いて は 、

下 記 の 観 光 業 者 の ホ ー ム ペ ー ジ を参 照 の こ と。

https://guidetogreenland.com/book-trips-

holiday/day-tour/whale-watching-iceberg-tours

https://greenlandtours.com/en/whale-watching-

greenland(2017年10月10日 閲覧)

7　 四 條 真 也(2016)は 、 先 住 ハ ワ イ 人 の イ ル カ

ッ ア ー につ い て 紹 介 し、 検 討 を加 え て い る。

8　 ポ トラ ッチ ・儀礼 に つ いて は
、 立 川(2016)を

お 読 み いた だ き た い。

9　 同地 域 の 先 住 民 は
、5000年 以 上 も 前 か らザ ト

ウ ク ジ ラ を積 極 的 に捕 獲 して き た とい う説 も存

在 して い る(Amdt　 2011)。

10捕 鯨 の や り方 に つ い て は
、 ア リ マ(Arima

1988:18-22)を 読 ま れ た い。

11遠 距 離 を 回 遊 す る コ ク ク ジ ラは
、 北 太 平 洋 や

北 極 海 で の商 業 捕 鯨 で 捕 獲 され 、 頭 数 が 減 少 し

た 可 能 性 は あ る が 、 ヌー チ ャー ヌ ヒ が お も な捕

獲 対 象 と して き た ザ トウ ク ジ ラ は ほ ぼ 一 年 中、

バ ン ク ー バ ー 島 西 部 海 岸 周 辺 に住 み つ い て い る

た め、1905年 以 前 は 商 業 捕 鯨 の影 響 を 直 接 的 に

受 け て いた と考 え る こ とは 難 し い。

12　フランツ ・ボアズは、北西海岸先住民が表象

するシャチの特徴は、「大きくて長い頭、長 く引

き伸ばされた大きな鼻翼、丸い目、歯がはめ込

まれた大きな口、潮吹孔、大きな背ビレ」(ボア

ズ　2011:244-245)で あると指摘 している。

13　アラー ト・ベイは、 「シャチの故郷(the　home

of　killer　whale)」という名称をキャッチフレーズ

にしているが、これは非先住民の村役場の職員

が観光用に考案したものであ り、ナムギス文化

にはまった く関係が無い。

14　文化教師とは、先住民の教員で、地元の公立

学校で先住民の伝統文化 を先住民の学生に教え

ている。

15　毎年、カヌー文化の継承や先住民グループ問

の親交をあたためるために、北西海岸地域の各

コミュニテ ィか ら代表団が伝統的なカヌーに

乗って、特定のコミュニティに集まり、イベン

　トを開催する。2017年8月 のイベントは、キャ

ンベル ・リバーで開催され、50隻 以上のカヌー

が集合した。

16イ ルカ類を捕獲 し、それらを国内外の水族館

や動物園に販売している和歌山県太地町の漁民

は世界的に非難 されている。また、地元でイル

カ類を飼育 し、展示するほか、イルカ ・クジラ

ショーを行っている太地町のクジラ博物館は、

国際動物園 ・水族館協会から脱退を余儀な くさ

れた。
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